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西中の風 伊丹市立西中学校長

～ 『信頼と笑顔、品位を備えた成長』 ～ 豊田 實

２学期始業式にあたって

活躍のチャンスと挫折
～ 大切なことは粘り強く ～

皆さんの整列する姿を見て、夏休みを経てぐっ
と成長していることを感じます。やはり中学生は
育ち盛りです。
夏休みがはじまる時、皆さんに次のようにお話

しました。お父さん、お母さん、先生たちが協力
して出店を営む地域のお祭りにぜひ、来て楽しみ
なさいと。今、大部分の皆さんの手が上がりまし
た。近所のお祭りの場で家庭、学校、地域の方た
ちとお互いに顔を合わせることを楽しみにできる
ことは大切だと思います。お母さんのお一人が近
づいてきて「校長先生お世話になっています」サ
ーフィン競技をする息子に時々話を聞いてくれて
いること、息子が自宅で話します。登校できない
生徒も親子で姿を見せて得意のダンスで仲間を感
嘆させたこと。また、降りしきる雨の中吹奏楽部
は懸命の演奏とパフォーマンスを披露しました。
取り巻く大勢の人たちが愛情一杯の表情で見てい
ました。吹奏楽部員のチームワークによる凛とし
た姿勢でもてなす心意気には感心します。
総合体育大会運動部団体競技は、野球部の優勝

をはじめとして、五つの部が準優勝の活躍でした。
また、本校は芸術文化部の活躍がめざましいこと
もうれしいことです。演劇部員は県立青少年創造
劇場にて観客を魅了し拍手喝采を受けました。ク
ラスメイトや学年をこえた励ましがあり楽屋での
親交も微笑ましいものでした。吹奏楽部は11/9い
たみホールで定期演奏会を、演劇部は３月下旬に
アイ・ホールにて上演発表を予定しています。ぜ
ひ、大勢の生徒の皆さんで芸術鑑賞を楽しんでく
ださい。
２学期スタートの今日、夏休み期間にも皆さん

が励んでいたことを紹介しているわけですが、一
人一人の生活を考えると満足することばかりでは
ないでしょう。すべてが上手くいくことばかりで
はないのが実際の生活です。お話の最後に先生が
心を打たれたコラムを紹介します。

～机に向かう意志があるにもかかわらず、
理解するむずかしさ～

３年生は受験勉強に精を出しています。中間評
価アンケート（７月実施）では、家庭で学習する
習慣がある生徒は、親御さんの回答は全体で６５．
３％、３年生はさすがで７３．６％勉強している
とのことです。２学期が始まる現時点では、更に
高い割合でしょう。しかし、３年生徒本人の回答
は５６．０％でした。自らに厳しいとらえ方をし
ています。勉強が思い通りにはかどらないことも
あって、お家の方（父母）よりも低い数値になっ
たようです。不安を吹き飛ばすには机に向かうこ
としかない。粘り強く成し遂げようとする生徒の
姿を見ることが先生たち、お父さん、お母さんに

とって本望です。先生たちは何とかしてやりたい
と工夫してアドバイスします。遠慮せずぜひ、先
生に相談してください。
それでは、前段にお話したこと、毎日の生活で

起こることはいいことばかりではないこと、上手
くいかないことを皆さんはどうとらえるか、

【8/18の読売新聞記事「編集手帳」】を読みます。

サッカー・ワールドカップ（W杯）ブラジル
大会で敗退した日本代表の帰国から間もない
６月末。メンバーの一人が、所属クラブで自主
トレに汗を流していた◆隣のピッチで行われて
いた中学生チームの試合が終わると、試合に出
なかった子どもたちに声をかけた。「おーいベ
ンチ組、一緒に練習やろうか」◆巧みなドリブ
ラーとして知られるその選手も、ブラジルでは
一度も出番がなかった。悔しさを胸に刻んだ
「先輩」の気遣いは、出場機会に恵まれない子
どもたちの心に深く染みたに違いない◆夏の全
国高校野球大会は、連日熱戦が続いている。
ヤンキースの黒田博樹投手は、甲子園に憧れた
大阪・上宮高校野球部時代は控え投手だった。
<高校野球は初めての挫折体験といっても良か
ったかもしれない>。自著『決めて断つ』（KK
ベストセラーズ）に書いている◆<補欠からの
出発でも、考え方を変え、チャンスを活かすこ
とができれば、自分の想像を超えた舞台でプレ
ーできることを学んだ>と黒田投手は振り返る。
最後の夏も控え選手だった君へ。うつむくこと
はない。見返すチャンスはまだある。

【市立図書館（ことば蔵）での研修】
西中職員、PTA役員、少年進路相談員、小学校長、
関係機関（伊丹警察、少年愛護センター）参加

※ホームページでは夏休み中の教育活動
（夏祭り、部活動、研修等）を掲載しています。

ぜひ、アクセスしてください。


